
」a∨ aプログラミング I

今日の講義で学ぶ内容
・for文

・変数のスコープ
O for文の入れ子

旨

8回目 for文

繰り返し文 l for文

文を実行し、更新の式を処理して繰り返します
for文を終了します

関係演算子で表現される式などを記述します

コード15」 l for(a=o3aく lo3a++)b++3

←
 魚ヽ

惨 条件は常に文を実行する前に処理され

ます (前判定ループといいます)
/へ▽/へυ/へ ノヽ

′

for文はブロックを用いて次のように記述することもできます

for(初期化の式lj医□ 3更新の式 )r資区 ヨ 区 ヨ

または、次のように書<と読みやす<分かりやすいでしょう

for(初期化の式13医日 3更新の式 )

― ■/10

root
Approved



ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample8_1。 java

〃 for文の実行
class Sample8_

{

〔
ub                                     j

ヌフー)、

コー |ン

ヤみ

System.out.println("繰り返しが終わりました。・ )J

11っ n一 一

2oO 一

360-
マ∩ n―
…

タリエし`
‐

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返してしヽます。
3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。
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//1.0か ら3.0まで 0.5亥」みでの合計を

static void main(String[]argS),`｀

double

double

di3ど 力́つシワ
~

sum=03 //合計の計算用
^´
´ノ

//変数 diを 1。②から 0。 5ずつ増やし 3.0になるまで繰り返f:hソ
リ
°1謎IDと同じ (ο   l、∫ 2

2、∫  2、 お ク

System.out.println(・ ■・0から 3.0まで 0.5亥」みでの合計は
‖

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample8_2.java
)牧 J千

実行画面

1.0から 3.0まで 0.5亥」みでの合計は 10.0です。

邊⊃¥or文の初期化の式、条件、更新の式は省略可能です
それぞれ次のような動作をします

歩晶[[ミ
｀

カ
たとえば、

[°

r( ;炭

}

Vヽ゛ ι

は無限ループです
′、ハ ハ´

掏 for文の初期化の式と更新の式には式文という分類の式を書きます

式文とはセミコロンをその後につけて文とできる式であり、代入演算子、インクリメント・

デクリメント演算子を用いた式があります

たとえば、
a++;

b=5;
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//複数の変数の初期化・更新をおこなう
class Ext8 1

{

static void main(String[]argS)

隼 ル
Ｔ

２

Ｊ

ク

少

イヽ

一―
　
、５

ｏ
´
々
γ

駁相
カンマで区切る

="+(i+j))3 l ti卜■

2・ 3ザ
」γ6~18
ダィ
/7コ ノノ

System.out.println(‖ 終わり")j

ィιィ,ノ

文∋ギor文の初期化の式と更新の式では“,"カンマで区切り
2つ以上の式を記述できます

カンマで区切られた式は、左から右へ順番に処理されます

∠ //1

/
/

/
/
ノ`

'////

実行画面

1+1〓 2

2+3=5

3+5=8

4+7=1■

5+9=14

終 わ り
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堰⊃耳or文の初期化の式に変数の宣言を含めることもできます
変数を宣言するのと同じ要領で、1つまたは複数の変数を宣言、初期化することができます

//変数の宣言と初期化を行う
class Ext8 2

{

public static void main(String[]

{

//変数の宣言と初期化
fOr(int iFュ」 iく =53 1++)
System.outoprintln(1+"回 目を繰り返しています。

//同一の型で複数の変数の宣言と初期化を行う
fOr(      i+jく =551++,j++)

i′こダ:y,tem・
°utoprintln(i+"+"+j+"="+(i+j))3

d夕
嵯象あ型の変数の宣言と初期化を行う (エラー)
fOr(int i=■ , doublettdj=2二 i+jく =5」  i++, j++)
System.outoprintln(i+"回 目を繰り返しています。

変数の宣言と

初期化ができます

同一の型の変数の

宣言と初期化がで

きます

異なる型の変数の

宣言と初期イヒはで

きません

この場合は for文

に入る前に宣言す

るとよいでしょう

実行画面

1回目を繰り返 しています。
2回目を繰り返 しています。
3回目を繰り返 しています。
4回目を繰り返 しています。
5回目を繰り返 しています。
1+2=3

2+3=5
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変数のスコープとは

ig雀多Я咆廻忌iヒ墓曇あ菖0あな フ不
す

スコープの終了は、それが属するプロックの終わりです

1鉢
//変数のスコープ
class Ext8 3

{

public static void main(String[]args)

葦Ili::://mainメ 1;li修iうiQ「そ[

System.out.println(1)j // OK

_警ifT」11121Yl11騨 _44:≡lビL】 f」と1liラー
‐
__べ _____―――――

linメソッドブロックの最後までがスコープ

(ことI、 __.__~~■ ,■ ,_~「 二ξ=~~二     /  
＼

■‐二 乃二三二rス
='三
~■
二
~~~~~~~― ―

lI

修 同じスコープ (ネストも含む)内で同名の変数は宣言できません

D同 じスコープ内に同名の変数が宣言されていると、
「変数ooは△△で定義されています。」

というコンパイルエラーがでます

瀑ゝ for文の初期化の式で宣言される変数のスコ
ープは、

・初期化の式 (その変数以降 (右側))

・条件

・更新の式

・ for文のプロック
て
'1ナ       /、、
たとえば、次の for文で変数 iのスコープは点線内部です

|…

署1=IIIInF:塘
[:塑i:め

I  SyStem.Out.println(i)3     1
1_〕 _______― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

|
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・？
゛
次のようにfor文を記述するとどうなるでしょうか

'

//for文のよくあるミス
class Ext8 4

{

public static void main(String[]args)

{

int i=03

〃 for文のプロック {)を 忘れたら?
fOr(1=lj iく =5j i++夕

↓
 i:r(:野
で足こЪ ,「
ミコロン)を入れてしまっ
く[1

System.outoprintln(i+‖回目を繰り返しています。
‖
);

System.out.println(‖ 次の繰り返しに進みます。 ")」

}

System.out.println(・ 処理を終了します。")3

for文のプロック {)がない場合
次の 1文が for文の繰り返しで

実行する文と解釈されます

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわ

る処理です

単独のセミコロンは処

理のない空の文です

繰り返しで実行する

文が空のfor文と解釈

されます

次に続 <ブロックは
for文の繰り返しに含
まれず、常に実行され

る通常の文です

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。
5回目を繰り返しています。
次の繰り返しに進みます。

処理を終了します。

6回目を繰り返しています。

次の繰り返しに進みます。

処理を終了します。
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92～ 3重の for文の入れ子はよく使われますので贋れておくとよいでしよう

for文の入れ子

for文は、1つの文です
for文を他の for文に入れることができ、多重の繰り返しを処理できます

または、次のように書くと多重の繰り返しが かりやすいでしよう

ソースコード例

ソースファイル名 :Sample8_3.java
/´
r tii″

ζめ

for(初期化の式|;医□3 3

for(陶期化の式■|;条件 ■ 3匡新のヨロ )

2

多重 for文の動作

外側の for文が一回繰

り返される毎に内側の

for文が処理されます

ノ   ′
Oγ   θ/
0シ   //

θ/ 之 /

ο/ 3/

//for文のネス ト構造
class Sample8_

{

public static void main(String[]args)

ｔ

　

　

　

　

　

　

ｒ

ｎ

　

　

　

／
／

　

ｏ

・■

　

　

　

′／

　
ｆ

・　

∫
■

②

争

Ｙ

～

タ
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実行画面

iは 0:jは o
iは 0:jは 1
ilま 0:jは 2
iは 1:jは 0
iは 1:jは 1
iは 1:jlま 2
iは 2:jは 0
iは 2:jは 1
ユは 2:jは 2
1は 3:jは 0
iは 3:jは 1
iは 3:jは 2
iは 4:jは 0
ilま 4:jlま 1
ilま 4:jは 2

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample8_4.java

//九九の表
class sample8_

{

public static void main(String[]args)

ハヽ

ス
′

‐

int i, ]3

//九九を計算 して表として出力する
fOr(i=15iく =91i++)//変数 iを 1から 9まで繰り返す。
{

fOr(j=13jく =9」 j++)// 変数 jを 1から 9まで繰り返す。
{

//i tt j列 目の九九を計算
System.out.print(i*j+‖ ¥t=:)3

}

//1段毎に改行を入れる
System.out.printin()j

初旬
^
レつ

／

　

２
　
Ｒ
）

，．γ

　

・
　

′
‐

ｑ
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実行画面

１

２

３

４

５

６

７

８

９

２

４

６

８

１。

１２

・４

・６

・８

3

6

9

■2

15

■8

2■

24

27

4

8

12

■6

20

24

28

32

36

5

■0

■5

20

25

30

35

40

45

6

12

18

24

30

36

42

48

54

7

■4

21

28

35

42

49

56

63

８

１６

２４

３２

４。

４８

５６

６４

７２

9

18

27

36

45

54

63

72

81

目
= 今
日の講義のまとめ :ヨ

O for文は繰返し処理を記述します。

・ for文は、初期化の式と条件、更新の式、繰返し対象の文からなります。初期イヒの式は最初

に一度だけ処理されます。条件が真である間、文と更新の式が繰返し処理されます。条件が

偽になると for文は終了します。

・for文は、前判定ループです。前判定ループとは、対象となる文を処理する前に条件が評価・

判定される繰返し処理のことです。

・変数のスコープとは、その変数を参照可能なコード上の領域のことです。

・ for文の中に for文を入れることで多重の繰返しを処理できます。

日目目目
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